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   今年も大掃除の季節がやってきました。いつも同じようなお願いですが、紙類の分別に 

  ご協力をお願いします。ダンボールは言うまでもありませんが、カタログ、雑誌、書籍の 

  類は、全てリサイクルの対象品です。一般家庭では、紐などに綴じて供出しますが、会社 

  では、そのままの状態で出してください。ＯＡ用紙などの細かいもいのは、ダンボール又は  

  ビニール袋に入れて出してください｡ ただし､紙以外のものが交ざらないように､お願い  

  します｡暮れは何かと気忙しく､大変だとは思いますが､しっかり分別して､身の周りをスッキリ 

  させて、新しい年を迎えましょう｡  

 環境研究所で地球温暖化の研修を受けてきました  

環境研究所で地球温暖化対策の研修を受けました。産業革命が起きた時代から 

  今日まで､地球の気温が上昇し続けている実態､このままの状態で１０年､２０年と続けば 

  地球の温度がどこまで上昇するかシュミレーションされた画像を見て､今さらながら愕然 

  とします｡ 最近のニュースで残念ながら､日本の地球温暖化防止対策は､世界４９位と 

  出遅れた感があります｡ 便利で快適な暮らしには､何らかのエネルギーが必要になり 

  ますが､それを､浪費し続けると､将来の人達､自分の子､孫達の世代に、大きな付けを 

  回すことになります｡ まずは､自分の出来ることから､環境を考えて行動しましょう｡ 

 エコプロ２０１８見学してきました  

   東京ビックサイトで行われたエコプロ２０１８を見学してきました。地元から出展して 

  いる企業や大学･研究機関の訪問が主な目的でしたが､気になったことは､里山や 

  休耕田の管理で､特に､荒廃した山林が竹林になってしまい､大水などで海に流れ､ 

  出し､海岸線に漂着して､漁業等に大きな打撃を与えています｡ こうした竹林は､水戸 

  市内にも点在しています｡ どのように管理すべきか検討されています｡ しかし､有効な 

  活用策は､いまだに見つかっていないようです｡ これからの研究成果が待たれます｡ 

 ボタン電池で火災が発生しました  

   大阪で､ボタン電池が原因と思われる火災が発生し､ホームセンターが全焼､近隣の  

  数百名の住民が避難する騒ぎがありました｡ 当社でも､乾電池の廃棄方法を､ここで紹介 

  しましたが覚えていますか｡ 今回の事故は､ボタン電池が何かに接触ショートして発火 

したものと思われます｡ こうした問題を起こさないためにも､正しい廃棄方法の徹底が  

求められます｡ また､一部のホームセンター､ドラッグストア､メガネ店､家電量販店､で 

ボタン電池の回収が行われています｡ 当社でも､再度ご要望があれば､乾電池を回収し 

一括処分したいと思います｡  

 最高責任者のコメント    社会貢献活動に理解を  

  当社では、エコキャップ回収以外にも､社会貢献活動として､水戸市内で活動する､様々な環境団体に  

 対して､十数年前から支援活動を行ってきた｡今回の環境研究所見学会も､ｴｺﾌﾟﾛ２０１８見学会も､そうした 

 活動の一環だ｡ 自分たちに直接関係の無いものは､他人事のように捉えがちだが､社会や地域が互いに                   

 支え合って､人びとの暮らしが成り立っている事を理解して欲しい｡                  
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   今月の目標は  

        すべて達成 

           

できました！ 
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